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 1月 4日、大学の始業式が行われ、筑水会館で理事長と学長の挨拶があった。広報誌

「EQUAL」新春号「特集 医療」にトレセン「医療技術の反復習得へ貢献」が掲載された。

卒業試験の再試験が行われ(卒業判定保留 29人が受験)、安達と山田が監督を担当した。 

 1月 7日、教務委員会(1/6)の審議を経て臨時教授会議で卒業判定が行われ、再試受験者

29人中 19人が合格、11人(１人は未受験)が卒業延期となった。全国の COVID-19感染状況

に応じて大学病院の警戒レベルがⅡに上がり、臨床実習の学生は手洗い者に制限された。

クリニカルスキル・トレーニングセンター会議が開催され、片山が使用実績を報告した。 

 1月 11日、教務委員会が開催され、医学教育支援サービス「iSmart」(医学書院)の導入

に向けたトライアル参加(来年度)とハワイ医学教育プログラム(HEMP)の解約が決まった。 

 1月 12日、COVID-19対応について、臨床実習は遠隔/対面か時短対面、部活は自主練習

(≦4人)、移動/旅行は原則禁止となり、健康管理や自宅待機に関する注意事項を示した。

片山が堀之内助教(産婦人科)と母体蘇生講習会(J-CIMELS)開催に関する打合せを行った。 

 1月 13日、トレセンで「大学案内」の写真撮影が行われ(医学科 3年生が参加)、山田と

片山が対応した。 

 1月 14日、山田が九州整形外科運動器疼痛懇話会(ツムラ)の座長を担当した(Web)。 

 1月 15日、片山が第 10回九州医用画像コミュニティ「ディジタル画像の基礎から臨床

までシームレスに学ぶ」で「医用画像表示モニターを利用した画質評価に必要な知識」を

講演した(Web)。 

 1月 17日、大学共通テストが行われ(1/15～1/16)、安達/柏木/山田が揃って散髪した。

COVID-19の濃厚接触者があり、行動科学Ⅱの科目試験(1/20)に追試験(2/8)を準備した。 

 1月 18日、学内で発熱者が続出し臨床実習の学生に帰宅指示が出た(遠隔実習に変更)。

地域の感染状況に応じて医学部三役が通知を出し、遠隔講義(同時配信なし)・遠隔実習・

部活禁止・会食禁止・構内立ち入り禁止(試験を除く)・感染防止対策の徹底を指示した。

雑誌「医学教育」編集部から表紙写真の依頼があり、医学部長・教務委員長に報告した。

山田が受講予定の「標準模擬患者養成担当者認定講習会」(1/25、大阪)が中止になった。 

 1月 19日、大学病院の災害レベルがⅢAに上がり、教職員の不要不急の外出自粛と会食

自粛や渡航禁止が追加された(理事長/学長通知)。 

 1月 20日、行動科学Ⅱの本試験が行われ(濃厚接触者 2人は別室受験)、安達/柏木/山田

が監督を担当した。電子シラバスのアクセスが不可能になり、柏木/小宮(情報システム室)

が対応した(翌日に仮復旧して使用可能になった)。 

 1月 21日、片山が樫原助教(呼吸器外科)と来年度の臨床実習でのトレセン活用について

打合せを行った。 

 1月 24日、来年度の医療概説(第 2学年)と医療倫理学(第 3学年)の授業計画が完成し、

担当者に授業計画(担当者/日時/内容)を配布/郵送して講義/試験の注意事項を周知した。 

 1月 27日、准教授・講師会ウェブ意見交換会が開催され、山田が話題提供「4年生冬季

プログラム受講者調査の結果から見た臨床実習前の学生サポート」を発表した。 

 1月 28日、電子シラバスの緊急メンテナンスを行った。山田が京都大学 FCMEの「現場

で働く指導医のための医学教育学プログラム基礎編：GE4「Faculty Development」(Web)、

膝 OAと運動・装具療法研究会の第 16回セミナー「変形性膝関節症の理学療法」(Web)に 

参加した。 

 



＊クリニカルスキル・トレーニングセンターの利用状況 ＊は土日 

・VR 内視鏡シミュレータ・トレーニング（消化器外科医師） 

 1/1＊・1/4・1/6・1/7・1/9＊・1/11・1/13・1/14・1/17・1/18・1/20・1/25・

1/27・1/28、1/31 

・ドライボックス内視鏡手術トレーニング（消化器外科医師） 

 1/1＊・1/4・1/6・1/7・1/9＊・1/11・1/13・1/14・1/17・1/20・1/25・1/28 

・VR 内視鏡シミュレータ・トレーニング（消化器内科医師）1/7・1/21 

・ロボット支援下手術シミュレータ・トレーニング（泌尿器科医師）1/25 

・VR 内視鏡手術シミュレータ・トレーニング（消化器外科医師）1/20・1/28 

・VR気管支鏡シミュレータ体験（呼吸器内科：医学科 5年/4年）1/11 

・VR内視鏡シミュレータ体験（消化器内科：医学科 5年/4年）1/6・1/14 

・教育用動画撮影（耳鼻科医師）1/18 

・気管内挿管トレーニング（神経内科医師・研修医）1/27 

・VR 内視鏡シミュレータ・トレーニング（臨床研修センター・研修医）1/28 

・気管内挿管トレーニング（臨床研修センター・研修医）1/28 

・クリニカルスキル・トレーニングセンター会議（谷脇センター長）1/7 

・大学案内誌用写真撮影（医学部事務部教務課）1/13 
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